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[研究報文]

ブドウ ‘甲リ十r ‘カベルネ・ソービニオン'の垣根
および棚仕立てにおける果汁成分の経時的変化

山川祥秀

山梨大学工学部附属発酵化学研究施設 干400 甲府市北新 l ー 13 ー 1

[Reseach N ote ] 

Seasonal Changes in Some Juice Constituents of 
‘Koshu' and ‘Cabernet Sau vignon' Grapes 
under Espalier and Trellis Training Systems 

Yoshihide Y AMAKA W A 

Experimental Vineyard ， Institute of Enology and Viticulture ， 

Yamanashi University ， Hokushin 1-13-1 ， Kofu 400 

Seasonal changes in berry weight and diameter ， and in some juice constituents 

were compared between espalier (3 or 6 m permanent branch length) and trellis 

(8 x 8 or 7 x 7 m width ， X -shaped Japanese-style) training systems with 

'Koshu' and ‘Cabernet Sauvignon' cultivars having the same productivity per 

plot during 3 years from 1991 to 1993. There were nosignificant differences in the 

weights of berries and clusters ， or in the refractometric degree of juices made 

from grapes at full maturity between the two training systems. The meteorolog-

ical conditions for the relevant periods of the years concerned made much 

more difference than the training system employed. A comparatively low 

titratable acidity of grape JUl ce from espalier -train 叶 grapes resulted from 

defoliation of the fruit zone and basal leaves in early September. The maturity 

of grape berries grown under espalier training was higher than that of grapes 
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grown on trellises according to the glucose/fructose and tartaric acid/malic 

acid va1ues. (Accepted for pub1ication 6 January 1995) 
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ワインの品質は原料となるブドウの品質に大きく左右される.ブドウの品質は品種，栽

培法，土壌および気候条件などにより影響を受けるため，ワイン用に適したブドウ品種の

「適地適品種」の選抜が重要である. しかも，高品質のワインを造るためには，そのブド

ウ品種に合った栽培法を確立する必要がある.

旧来，日本のブドウ栽培の仕立て法は，夏期の高温多湿条件の軽減と果房管理の必要性

などの理由から棚仕立て栽培が主流となっている 1) 当初からワイン用としてのブドウ

栽培を始めた北海道，東北地方では，越冬時における雪害防止のため垣根仕立てを採用

し，適地適品種の選抜とともに栽培管理法が確立されつつある 2)また旧来の棚仕立てを

採用してきた栽培地においても，ワイン用ブドウの栽培には垣根仕立てが取り入れられる

ようになってきた. しかし，垣根仕立てと棚仕立ての比較調査資料はなく，その優劣は判

定できていない.そこで甲州'および‘カベルネ・ソービニオン'を試験品種とし

て， コルドン整枝の垣根仕立てとX型整枝の棚仕立ての優劣を判定する資料の一部を得る

ため，果汁成分の経時的変化を調査したので，その結果について報告する.

実験方法

1.試験樹の仕立て法

‘甲州 (Vitis vinifer 刀 cv. Koshu) および‘カベルネ・ソービニオン (Vitis 

vinifer αcv. Cabernet 8auvignon) (以下・カベルネ'と略す)のウイルスフリー樹を

試験品種とした. 1987 年，苗木(台木は両品種とも，ウイルスフリー80 4 (Vitis berla-

ndieri x Vitis rip αria) )を仕立て別に所定の位置に植え付け，垣根仕立ておよび棚仕

立ての樹形が完成した1991 年(5年生樹)から 1993 年c7年生樹)の 3か年にわたり，果

汁成分の経時的変化を比較調査した.

垣根仕立ては第 l図に示したように，主幹の左右それぞれ南北に主枝を配し，列間2.5

m とした. ‘甲州'については，樹勢が比較的強い品種 Jl なので，樹聞は6.0 m とし， 10

アール(縦40 m ，横25 m) 当たり， 1 71J 6樹の10 列60 樹となるように栽植し，収穫量は

1800 kg を予定した. 1樹当たりの着果量は30 kg を目標とした.つまり果房300 gと

して100-120 房結果枝 2着果を予定して結果枝50-60 本を 2列に配した.結果枝長は

170 cm 以上，節数は18-20 節としたヵベルネ' については，樹勢が中程度の品種4)
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wlre 

After pruning 

Fig. 1. Schematic drawing of an espalier trained grapevine. 

なので，全主枝長は‘甲州'の半分の3.0 m に仕立てた. 10 アール(縦40 m ，横25 m) 

当たり 1列13 樹の 10 列130 樹となるように栽植し，収穫量は 1500 kg を予定した. 1樹

当たりの着果量は12 kg ， 1果房200 g として60-70 房 1結果枝 2着果を予定して結果

枝30-35 本を 2列に配した.結果枝長は170 cm 以上，節数は20-22 節とした.

棚仕立ては x型整枝法5) に準じた. ‘甲州' は，主幹を中心に 8 x 8 m (男定終了
時)に樹冠を拡げ， 10 アール当たり 14 樹，収穫量は垣根仕立てと同じ 1800 kg を予定し

た l樹当たりの着果量は120-150kg ， 1果房300 g として400 -500 房 1結果枝 2着

果，節数が10 節以下の弱結果枝は l着果を予定して結果枝250 -300 本を配した. ‘カベル

ネ' は，主幹を中心に 7x 7 m (男定終了時)に樹冠を拡げ， 10 アール当たり 18 樹，収

穫量は垣根仕立てと同じ 1500 kg を予定した. 1樹当たりの着果量は80-100 kg ， 1果房

200 g として400 -500 房 1結果枝 2着果，節数が10 節以下の弱結果枝は 1着果を予定

して結果枝250 -300 本を配した.

供試樹は， ‘甲州' および‘カベルネ'とも，垣根仕立ては10 樹，棚仕立ては 3樹を用

し、fこ.

栽培管理は，新梢の誘引や摘芯，副梢の芽かきをしながら，目標の結果枝数と果房数に

なるように行った.なお，垣根仕立てにおいては結果枝長170 cm 以上で摘芯し， 甲州'

では 18-20 節， ‘カベルネ'では20-22 節を確保するように夏期興定を 2回行った.ま

た 9月上旬には果房着生近傍節の摘葉を行った.両仕立てとも満開後できるだけ早期

に，全果房にロウ引きの傘紙を掛け，薬剤散布は通常の防除暦6) Iこ従って行った.
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2，果粒の採取と果汁の調整

サンプリングの果粒は，幼果時に全供試樹にわたり， 100 果房を無作為に選び，供試樹

を替えながら一連番号を付けた.採取は満開の約 1か月後の 7 月上旬から 10 日ごとに 10 月

下旬まで12 回回ごとに l果房の上中下から 3粒， 30 果房から90 粒とした.採取の方法

は，第 l回目は果房番号 1 ........30 ，第 2 回目は16........45 と半数を重複させながら行った.分析

用果汁の調整は，次の順序で行った.すなわち，採取した果粒を希酢酸水と水道水で・洗

浄， ミキサーで種子をつぶさない程度に破砕，綿布で搾汁， 3000rpm ， 10 分間遠心分離

し，上清液を分析に供した.

3，果粒の測定と果汁の一般分析

果粒重は採取した全90 粒を上皿電子天秤で秤量し，平均重を求めた.果粒径は採取した

90 粒から無作為に40 粒をとり，その横径をデジタルノギスで測定し，平均径を求めた.

果汁糖度はデジタル屈折糖度計 (OBrix) により，果汁酸度はN/10-NaOH で滴定し

て酒石酸として算出し， pH はガラス電極 pH メーターにより測定した.また，グルコー

ス，フラクトース，酒石酸， リンゴ酸の定量は高速液体クロマトグラフィーにより，それ

ぞれ 3回繰り返し，グルコース量に対するフラクトース量の比並びに酒石酸量に対するリ

ンゴ酸量の比を求めた.
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Fig. 2. Meteorological data for the Experimental Vineyard 
of Yamanashi U ni versity ， Kofu during 3 years from 
1991 to 1993. 
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結果および考察

1. 1991"""1993 年の気候条件

3年間の気温，降水量， 日照時間を当ブドウ育種試験地(甲府市塚原町内)の観測結果

および山梨県気象月報 7)より作成し，第 2図に示した.

調査初年度の 1991 年は，平均気温は平年値を上回る月が多かったが，ブドウ成熟期の

8， 9， 10 月は降水量が多く， 日照時間は少なく，ブドウ栽培にとっては不良年に属する

年であった， 2年目の1992 年は，夏期に降水量は少なく乾燥気味，日照時間は長く，ブド

ウ栽培にとっては良年であった. 3年目の 1993 年は，近年稀な冷夏，日照不足の年で，ブ

ドウ栽培にとっても不良年であった.

2，果粒の大きさの変化

‘甲州、l' および‘カベルネ'の垣根および棚仕立てにおける 1991 年から 1993 年までの 3

か年の果粒重および果粒径の経時的変化を第 3図に示した.

1991 年においては，垣根仕立てでは両品種とも 7月初旬の早い時期に最上段ワイヤー

(結果枝長1，2 m ，葉数は‘甲州， 10 --12 枚， ‘カベルネ， 12 --15 枚)の位置で先端部の

夏期興定を行ったことから，棚仕立て樹の果粒生長にくらべ，ベレーゾンの遅れはなかっ

たが，果粒の肥大生長が劣った.これは夏期開定を早期に実施したことから，興定後の副

梢の伸長と果粒との養水分の競合および葉数不足が原因になっているものと推察された.

Wベルネ'の棚仕立てにおいては， 10 月に入ると果粒に張りがなくなり，垣根仕立てと

逆転する傾向がみられた.

1992 年は，両仕立てとも，降水量が少なかったため果粒の肥大生長が劣り，小粒であっ

た 'tJベルネ'においては 9月下旬から垣根仕立ての方が棚仕立てを上回る傾向がみ

られたが，その差は僅かであった， 1993 年は，降水量が多かったこともあって果粒の肥大

生長が促進され，大粒であった， 10 月初旬に比較すると， ‘甲州、l' では垣根仕立ての方が

大粒で， ‘カベルネ'では棚仕立ての方が大粒であった.両品種の果粒の大きさは，垣根

および棚仕立ての差よりも，気候条件の違いによる年度差の方が大きかった.

3，果汁糖度の経時的変化

果汁糖度の経時的変化を第 4図に示した.

1991 年においては，垣根仕立てでは夏期男定の早期実施により，ベレーゾン後の果汁糖

度の上昇が鈍く，棚仕立てにくらべて， 甲州、l' ・では1. 0.........1.5 度低く， 10 月初旬には垣根

15 ， 9度，棚16 ，6度とその影響が残っていた. ‘カベルネ'ではベレーゾン後の上昇期には

3度程度の大きな差があったが，その後，垣根仕立てでは糖度の急増がみられ， 10 月初旬
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Fig. 3. Seasonal changes in berry weight and diameter of ‘Koshu' (A) and 'Cabernet 
Sau vignon' (B) grapes grown on vines under espalier and trellis training 
during 3 years from 1991 to 1993 

July ---.l Aug. ---.l Sep. ---1 Oc t.---.l 
O 

July ......J Aug. ......J Sep. --.J Oc t. ---.l 
O 

、‘，，B
 

，，E
、

!
」
l
I
L
-
-
L
l
I
L
I
-
-
「
I
L
i
-
-
「
l
l

0

5

0

5

 

円

ζ

4

E

(
×
一
」
白
む

ωω
」回

ω刀
O
一
」
芯

E
oち
ω」』
ω庄

、I
JA
 
，，.、
I
L
-
-
I
L
I
-
-
L
I
-
-
!
r
!
I
L
I
-
-
」
i
t
I
L
i
-
-「
l
l
l「
l
lト
|
l
」
l
l
l卜
l
l
L

引

時

叩

5

(
×
一
」
由
。

)ωω
」四

ω℃
O
一
』
芯

E
o
v
o
c」
古
庄

O ・1991
ムA 1992 
口圃 1993
O e.ロ Espalier training ・A. Trellis training 

」一一L-l

Oc t. ---1 
L一一」一一」

Aug. ---1 
L '--一」ーーー」

Sep. ..-J 

Fig. 4. Seasonal changes in refractometric degree of juices made from 'Koshu' (A) and 
‘Cabernet Sau vignon' (B) grapes grown on vines under espalier and trellis 
training during 3 year from 1991 to 1993. 

- 17-

Aug ァ--1 Se~ Oc t.---.J Jul~ 
O 



ASEV Jpn. Rep. ，Vo 1.6， No.1 (1995) 甲州・カベルネの垣根および棚仕立て栽培比較

には垣根17 ，0度，棚16 ，8度と垣根仕立ての方がわずかに高い糖度を示していた.なお，そ

の原因については明らかでない.

1992 年は，天候が良かったことから，両仕立てとも果汁糖度の上昇は順調で， 10 月初旬

に比較すると， ‘甲州'では垣根19 ，0度，棚19 ，4度となり，棚仕立ての方が高い糖度を示し

た. ‘カベルネ'では垣根18 ，7度，棚18 ，1度となり，垣根仕立ての方が高い糖度を示した.

1993 年は，天候不良のため果汁糖度の上昇は不良で， 10 月初旬にやっと 15 度ラインに達

し，その後の天候回復により果汁糖度は上昇し， ‘甲州'では垣根15 ，4度，棚 14 ，9度，

W ベルネ'では垣根16 ，0度，棚15 ，8度と垣根仕立ての方が高い糖度を示した.

収穫量を各仕立てとも同じとした当試験においては，果汁糖度の変化は大差なく，むし

ろ気候条件の違いによる年度差の方が大きいものと思われた.

4，果汁中のグルコースおよびフラクトース量の経時的変化

グルコース (G)およびフラクトース量 (F)，グルコース量に対するフラクトース量

の比 (G/F) の変化を第 5図に示した.

1991 年においては，垣根仕立てでは夏期男定の早期実施により，棚仕立てにくらべて，

‘甲州'ではグルコースおよびフラクトース量とも低い値で推移し， G/F はlを切らな

かった. ‘カベルネ'の垣根仕立てでは両糖の急増がみられ， 10 月初旬には棚仕立てと大

差はなくなっていた.

1992 年は，両仕立てとも両糖の上昇は順調で，特にフラクトースの上昇が順調で， G/ 

Fが 1を切る時期は垣根仕立てでは 9月中旬と早く，棚仕立てでは 9月下旬であった.

1993 年は，両糖の上昇は不良であったが，垣根仕立ての方がやや高い値を示した. ‘カ

ベルネ'では棚仕立てのフラクトース量が伸びず， G/F が lを切らなかった.

ブドウ果は熟度が進むと，グルコース量に対するフラクトース量が多くなる，すなわち

G/F 値が小さくなる 8ヘ 1991 年においては，垣根仕立てでの夏期現定の早期実施が影響

していたが， 1992 年および1993 年においてはG/F 値が垣根仕立ての方が低い値を示し，

垣根仕立てのブドウ果の方が棚仕立てよりも熟度が進んでいることが推察された.

5，果汁酸度の経時的変化

果汁酸度の変化を第 6図に示した甲州、l'においては 9月下旬から ‘カベルネ'にお

いては9月中旬から酸度の目盛りを変えて示した.

1991 年においては， ‘甲州'の果汁酸度に差が現れず， ‘カベルネ'では垣根仕立ての酸

度の減少が鈍く， 10 月初旬には垣根0，73 g/100ml ，棚0，64 g/100ml と比較的大きな差

があった.

1992 年は，夏期に降水量が少なく，日照時間が長かったことから，ベレーゾン後の酸度

n
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espalier and trellis training during 3 years from 1991 to 1993. 
0 ，ム，口:Espalier training ，.. A. .: Trellis training. 

の低下が急で，両品種とも垣根の方が低酸度となった.これは棚仕立てでは副梢の摘除の

みで，垣根仕立てでは果房着生近傍節の摘葉が加わったことにより，日射による果実温度

の差に基づくものと推察された引.

1993 年は，冷夏であったことからベレーゾン後の酸度の減少が鈍く， 10 月初旬において

も比較的高い酸度を保ち， 甲州'の垣根では0.83 g/100m l，棚では 0.88 g/100ml ， 

W ベルネ'の垣根では0.85 g/100m l，棚では 0.88 g/lOOml とわずかに垣根の方が低

い酸度であった.

果汁酸度においては，垣根仕立てで実施した果房着生近傍節の摘葉で，日射によって果

実温度が上昇して酸の分解が進んだものと推察されるが，垣根の方が低い果汁酸度を示す

傾向があった. しかし仕立ての違いによる差よりも，気候条件の違いによる年度差の方

が大きかった.

6. 果汁中の酒石酸およびリンゴ酸量の経時的変化

酒石酸 (T) およびリンゴ酸量 (M)，酒石酸量に対するリンゴ酸量の比 (T/M) の

変化を第 7図に示した.

ブドウ果の熟度が進むに従い， リンゴ酸の減少が急で，酒石酸量に対するリンゴ酸量が

少なくなる，すなわち T/Mfl 直が大きくなる I 11 

‘甲州'では，低リンゴ酸量になることから T/M 値が大きくなり，垣根仕立ての方が

低リンゴ酸量になる傾向がみられた.天候の良かった 1992 年は特に低リンゴ酸量であった.
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‘カベルネ'では， リンゴ酸量が比較的多いことからT/M 値は l程度で，垣根仕立て

の方がわずかに高い値を示していた.天候の良かった 1992 年は比較的リンゴ酸量が少な

く， T/M 値は 1を上回っていた.

G/F 値と同様に， T/M 値から垣根仕立てのブドウ果の方が棚仕立てよりも熟度が進

んでいることが推察された.

7.まとめ

結果量を一定としたコルドン整枝の垣根仕立てとX型整枝の棚仕立てにおける比較にお

いて，果粒の生長および主要果汁成分の変化は，仕立ての違いによる差は少なく，わずか

に垣根仕立ての方が熟度を増す程度で，気候条件の違いによる年度差の方がはるかに大き

かった.結果量を適正に規制すれば，垣根仕立てと棚仕立ての優劣は少ないものと思われ

t::.. 

棚仕立ての 7年生ブドウ樹は，主幹の地上20 cm 周は‘甲州' で平均34cm ，‘カベル

ネ'で平均29 cm になっており，垣根仕立てのそれぞれ16cm ，14cm よりはるかに大き

く生長していた.根域は樹冠拡大域と同程度に拡がっており，葉面積も充分に確保されて

し、fこ.

日本のワインにもうひとつコクが少ない原因は，一樹に成る果房数が多い棚仕立て栽培

のためではないかとの意見 I 2) もあるが，永い年月をかけて完成されたX型整枝の棚仕立

ては，日本のブドウの栽培仕立て法のーっとして，垣根仕立てに比べて遜色ないものと思

われた. しかしながら結果過多になりやすいことから，適正な収量規制を行わないと，

果実の品質が劣る心配がある.また，棚仕立てのX型整枝法は主枝，亜主枝，返し枝，追

い出し枝の配置，負け枝の発生防止など男定に熟練を要する.一方，コルドン整枝の垣根

仕立ては 2-5 芽の短・中梢男定で熟練を要さない.

日本の垣根仕立て法は結果枝長と夏期男定時期を含めた新梢および副梢の管理法，仕立

ての形，一樹当たりの適正主枝長(植栽密度)および結果量，病虫防除および施肥・土壌

・根域管理などの栽培管理面の調査不足があることから，これらの調査を進めると共に，

さらに雨よけ，土壌水分調整マルチ施設など改良により，ワイン用としてさらに良質のブ

ドウ果実が収穫できるものと期待される.

摘要

ウイルスフリー樹の‘甲州'および‘カベルネ・ソービニオン'を試験品種として，単

位面積当たりの結果量を同じにした垣根仕立てとX型整技法の棚仕立てにおける果粒重・

径および果汁成分の経時的変化を1991 年(5年生樹)から 1993 年c7年生樹)の 3か年に
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わたり調査した.

果粒の大きさ，果房の大きさ，果汁糖度においては，収穫時期には仕立ての違いによる

重大な差はなく，むしろ天候条件による年度差の方が大きかった.果汁酸度においては，

9月上旬に垣根仕立てで実施した果房着生近傍節の摘葉で，垣根仕立ての方が比較的低い

果汁酸度を示した.グルコース/フラクトースおよび酒石酸/リンゴ酸の値の比較から，

垣根仕立てのブドウの方が熟度が進んでいた.

謝辞本研究の遂行に当たり，ブドウの栽培管理に協力下さった守屋正憲氏，穴水秀

教氏に深謝の意を表する.
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